





(Noma， N. et a1.， 1997)。ウガンダのキパレの森で断片化によって大型霊長類が生息しなくなっ











2004年 5月 25日から 6月7日、屋久島の西部林道と種子島の宇宙センターのヤマモモを対象
に果実消費の観察を行った。午前6時から午後6時までの 12時間(雨天時中止)、周囲で確認さ
れた動物、訪問者の滞在時間、採食時間、 l分あたりの果実消費量を記録した。観察時間の合計






ラス (minor)、コゲラ、ヤブサメ、 トピで、あった。1本の樹の 12時間あたり訪問者数は、屋久島









ヒヨドリ 5.5:1:1.3個であり、採食時間はサル 11.36:1 1. 38分、ヒヨドリ 0.69:10.17分であった。
ここから 1訪問あたりに消費される果実の数を計算すると、サルは 159:119.4個、ヒヨドリは 3.6 
62 
:t 0.9 個 で あ り 、 そ の 差 は 有 意 で あ っ た ( U - t e s t P < O. 0 0 0 1 ) 。 一 日 あ た り ヒ ヨ ド リ が 4 羽 来 て も
20 個 程 度 の 果 実 し か 消 費 し な い が 、 サ ル が 1 日 6 頭 訪 れ る と 900 個 以 上 の 果 実 が 消 費 さ れ る こ と
に な る 。 つ ま り 、 サ ル の い る 屋 久 島 で は 多 く の 種 子 が 母 樹 か ら 運 ば れ る の に 対 し 、 種 子 島 で は 大
半 の 種 子 が 重 力 散 布 さ れ る こ と を 示 し て い る 。 こ れ は 、 観 察 時 に 種 子 島 で 多 く の 完 熟 し た 果 実 が
消 費 さ れ ず に 落 下 し て い た と い う 印 象 と 一 致 し て い た 。
2) マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト マ ー カ ー の 開 発
マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト マ ー カ ー は 多 型 性 が 高 く 、 個 体 識 別 や 親 子 関 係 、 遺 伝 子 の 流 動 な ど を 解 析
す る の が 可 能 な 解 像 度 の 高 い マ ー カ ー で あ る 。 有 用 な マ ー カ ー で あ る が 、 種 に よ っ て 適 す る プ ラ
イ マ ー が 異 な る た め 、 ヤ マ モ モ で 、 も プ ラ イ マ ー を 設 計 す る 必 要 が あ っ た 。 本 研 究 で は 、 マ イ ク ロ
サ テ ラ イ ト マ ー カ ー を 用 い て ヤ マ モ モ の 種 子 散 布 距 離 や 実 生 と 母 樹 と の 親 子 判 定 、 ま た 集 団 間 の
遺 伝 子 流 動 の 推 定 を 行 う た め 、 2004 年 3 月 か ら 森 林 総 研 の 生 態 遺 伝 研 究 室 で マ ー カ ー の 開 発 を 行
っ た 。
こ れ ま で に 、 磁 性 粒 子 を 用 い て S S R 領 域 を 濃 縮 し た ラ イ ブ ラ リ ー を 構 築 す る 方 法 で 13 座 の
S S R マ ー カ ー を 開 発 し た 。 開 発 し た 13 座 で 32 個 体 を 解 析 し た と こ ろ 、 対 立 遺 伝 子 数 は 2 - 1 5 で
あ り 、 ヘ テ ロ 接 合 度 の 期 待 値 の 平 均 が O. 632 と 高 い 値 を 示 し た 。 開 発 し た 13 座 の う ち 2 座 の F
1  Sの 値 は 0.3 と 大 き く 、 ヌ ル 対 立 遺 伝 子 を も っ 可 能 性 が あ る が 、 こ れ ら を 除 外 し て も 今 後 の 親
子 判 定 を 行 う 際 に 十 分 な マ ー カ ー が 得 ら れ た ( 表 1 ) 。
3 ) ヤ マ モ モ 集 団 の 遺 伝 的 多 様 性
現 時 点 で の ヤ マ モ モ の 成 木 集 団 の 遺 伝 的 な 多 様 性 を 比 較 す る た め 、 屋 久 島 と 種 子 島 で 4 箇 所
ず つ 調 査 地 を 設 置 し 、 30 個 体 の ラ ン ダ ム サ ン プ リ ン グ 、を 行 っ た 。 開 発 し た 13 座 の う ち 多 型 性 の
高 い 4 座 を 用 い て 種 子 島 と 屋 久 島 の 集 団 を 4 つ ず つ 解 析 し 、 遺 伝 子 型 を 決 定 し た 。 ヘ テ ロ 接 合 度
は 、 屋 久 島 の 4 集 団 で O. 70 一 O. 77 、 種 子 島 の 4 集 団 で 0 . 6 9 - 0 . 7 5 と 高 く 、 遺 伝 的 多 様 性 が 保 持
さ れ て い た 。 集 団 間 の 分 化 を 示 す F S T は 、 種 子 島 で 0 . 0 0 6 、 屋 久 島 で 0 . 0 0 7 、 各 島 を l 集 団 と
し て 求 め た 場 合 は 0.009 と た い へ ん 低 い 値 で あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 ヤ マ モ モ の 高 い 遺 伝 的 多 様
性 は 集 団 関 で は な く 集 団 内 に 保 持 さ れ て お り 、 風 媒 の 花 粉 に よ る 遺 伝 子 流 動 が 盛 ん で あ る こ と が
示 唆 さ れ た 。
ま と め
野 外 お け る 果 実 消 費 の 観 察 か ら 、 サ ル が 絶 滅 し た 場 合 、 大 半 の 種 子 が 母 樹 の 下 に 落 ち る こ と が
示 さ れ た 。 野 外 で は ヤ マ モ モ の 実 生 や 稚 樹 は 母 樹 の 下 に は 見 ら れ ず 、 日 当 た り の よ い 尾 根 筋 で 見
ら れ る こ と が 多 い 。 し た が っ て 散 布 様 式 が 重 力 散 布 に 限 ら れ た 場 合 、 種 子 が セ ー フ サ イ ト に 到 達
で き る 可 能 性 が 低 下 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 今 後 、 屋 久 島 と 種 子 島 で 実 際 に 実 生 を 探 し 、 分 布 や
生 存 率 な ど を 調 べ る 必 要 性 が あ る 。
マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト マ ー カ ー は 花 粉 と 種 子 の 遺 伝 子 流 動 を 分 離 す る こ と は で き な い た め 、 種 子
散 布 さ れ な く な る 影 響 を F S T な ど の パ ラ メ ー タ を 用 い て 評 価 す る こ と は 難 し い 。 だ が 、 も っ と
局 所 的 な ス ケ ー ル で 、 実 生 と 母 樹 と の 距 離 や 、 個 体 間 距 離 と 近 縁 度 の 関 係 な ど を 二 つ の 島 で 比 較
す る と 差 が 検 出 で き る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 サ ル の 直 接 追 跡 に よ る 採 食 行 動 の 観 察 と 糞 の 回 収 を
野 外 で 行 い 、 マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト に よ る 親 子 判 定 よ り 散 布 の 範 囲 や 距 離 を 推 定 す る こ と も 今 後 の
課 題 の ひ と つ で あ る 。 霊 長 類 に よ る 種 子 散 布 の 研 究 の メ リ ッ ト は 、 採 食 か ら 排 地 ま で の 行 動 を 直
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1表1 開発したヤマモモのマイクロサテライトマー力一
t町田 Repeat Product Cbp} Sa..，les 
.，-詰叫 (Cτ")" • 235-281 却
.y43・ (AG>1 お7-275 32 
(AG>1 144-172 32 
圃y42戸 <cnu 2酒 -239 32 
同y472 <Cl宮崎 101-109 31 
圃y1即 α:m悼 191-201 32 
.，-192 : rr6}u<c6).<CG)2ω6) • 1開 -219 31 
.，-193 <cnl2 官随-174 32 
圃y812 ω6)11 130-138 担
-.y841 ωc以前)1. 113-119 32 
回y972 α~nll 加 4-224 31 
開創即時 {AG). 181-191 31 
帽y1岡市崎 俗n17 134-164 却
*1:象固め遺伝解析にも罪'いた座・2:ヌル対立遺伝子をもっ可雀色のある.
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